
１
７

’

、

）

2閥／



第91号
金 木だ’より

IIH和42年5月31H(〃〈)-(2)i'･､

識鐸篝簿難
町
と
陸
奥
新

報
祉
共
樅
に
よ

る
芦
野
公
削
観

》
光
写
輿
コ
ン
テ

吟
ス
ト
は
二
十
Ｈ

一
締
め
切
り
、
器

一
査
山
結
染
、
つ

》
ぎ
の
力
点
の
作

一
品
が
人
選
し
ま

、
し
た
。

｜
第
一
部
（
カ
ラ

ー
）
①
川
中
弘

（
五
所
川
原
）
ゞ

②
滕
川
消
心

へ
木
造
）
③
白

取
昭
三
（
処
石
）

第
二
部
（
白
拠
）

①
小
肌
浪
一

（
五
所
川
眼
）

②
墹
川
哲
友

（
弘
仙
）
③
成

田
真
（
弘
前
）

にはまルき、し1 品 の い い 【本畑に定植し たメロン】

新
ら
し
く
決
ま
っ
た
役
員
は

つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
。

▽
会
長
Ｉ
北
川
亥
之
助

▽
副
会
長
Ⅱ
角
田
良
逸
、
商
術

元
弥

▽
理
聯
Ｉ
松
川
正
治
、
成
田
清

明
、
長
内
誠
三
、
田
中
豊
版
、

其
剛
輝
夫
、
陳
田
勝
術
、
叩
元

一
広
へ
今
盛
栄
、
大
橘
得
司
、

柴
田
秀
雄
、
高
柵
武
太
郎
、
新

岡
腿
一
、
長
内
誠
治
、
柵
川
光

延
、
中
谷
幸
一
、
太
田
昌
二
、

白黒第1位「毒一ト」
小堀浪一（五所川原）

成
育
を
統
け
て
お
り
、
七
月
頃

収
種
で
き
そ
う
だ
と
い
う
こ
と

で
す
。

中
谷
肇
さ
ん
の
話
Ⅱ
育
苗
に
失

敗
し
、
今
年
は
大
き
な
期
待
は

も
た
れ
な
く
な
り
ま
し
た
が
、

来
年
は
苦
い
絲
験
を
生
か
し
、

ぜ
ひ
成
功
さ
せ
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

会
選
金
木
町
商
工
会

総
額
鐸
雛
認
鱸

》
恥
》
部
燃
恥
剛

町
長
新
ら
し
い
役
口
を

木
会
決
め
ま
し
た
。
四

十
二
年
峻
予
飾
額

金

は
Ⅲ
年
皮
よ
り
お

よ
そ
百
万
円
期
の

三
百
二
十
四
万
一
千
円
で
す
。

北川会長

口
ｌ
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

の
認
証
式

金
木
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

（
会
娃
荒
開
通
義
氏
）
の
国
際

ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
加
盟
認
祇

伝
迷
式
か
、
二
十
八
日
午
前
十

時
三
十
分
か
ら
行
な
わ
れ
ま
し

た
。
金
木
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

は
、
昨
年
の
六
月
に
二
十
一
人

の
会
幽
を
も
っ
て
結
成
し
、
社

会
奉
仕
活
肋
を
統
け
て
い
ま

す
。
式
に
は
、
五
所
川
原
、
弘

削
、
青
森
な
ど
各
地
域
の
ク
ヲ

ブ
の
会
幽
二
百
名
が
雌
ま
り
ま

し
た
。ロ

ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
と
は
、

社
会
準
仕
の
鮒
神
発
互
い
に
助

長
す
る
、
的
で
投
血
さ
れ
た
実

業
家
と
、
知
的
職
業
人
の
組
織

で
、
世
界
的
な
つ
な
が
り
が
あ

る
。

（
百
科
辞
典
よ
り
）

該
当
者
は
届
出
を

妊
婦
に
サ
ラ
シ
を
支
給

町
で
は
妊
鮒
に
脱
裕
を
支
給

し
て
い
ま
す
か
、
破
当
者
は
も

れ
な
く
申
謝
す
る
よ
う
係
で
は

望
ん
で
い
ま
す
。

◇
該
当
者
金
木
町
に
居
任
し

母
子
手
帳
の
交
付
を
受
け
た

妊
娠
五
カ
月
以
内
の
妊
州
。

大
橘
敬
一
、
毛
内
英
文
、
衿
政

光
、
工
藤
光
雄

▽
慌
堺
Ｉ
田
村
耕
砿
、
伽
川
円

蔵
、

町
か
五
百
二
十
万
門
の
工
邪

曲
で
三
月
三
十
Ｈ
か
ら
進
め
て

い
た
坂
本
収
伽
首
工
災
笘
復
Ⅲ

工
辨
は
、
予
定
よ
り
早
く
五
月

い
っ
ぱ
い
で
光
成
の
予
定
で

す
。
坂
本
服
Ⅷ
首
工
は
四
十
一

年
の
九
月
の
大
水
で
流
失
し
た

も
の
で
、
関
係
而
秋
十
六
・
九

ヘ
ク
タ
ー
ル
、
受
茄
者
三
十
名

で
す
。 坂

本
堰
頭
首
工

ま
も
な
く
完
成

申
請
手
続
母
子
手
張
を
持

っ
て
役
勘
の
民
生
課
ま
で
お

い
で
下
さ
い
。
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成 田 真 （ 弘 前 ）
金木町農業委員会
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